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⼭形県には180種類近くの在来作物が継承されています。⽇本全国には1000種類以
上の在来作物があると推察されます。しかし⽣産効率の悪さなどの理由で、後継者が
できず消えゆこうとしている貴重な作物も数多くあります。

交流⼈⼝を拡⼤して⾏かなければならない⼈⼝減少時代に、地域の個性を豊かに、
シンボリックにPRしてくれる在来作物の活⽤は⽋かせません。活⽤は保存と継承にも
つながります。

私は在来作物の特徴を360度の視野で把握するため、歴史や⽂化とともに、農業特
性や⾷品特性、由来を推測するための遺伝的類縁関係などを調べています。
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